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暉
峻
義
等
（
て
る
お
か
・
ぎ
と
う
）
は
、
進
歩
的
な
人
で
あ
る
が

戦
争
協
力
の
陰
を
も
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
、
一
般
的
印
象
で

あ
っ
た
。
い
く
つ
か
の
場
で
面
識
は
あ
っ
た
こ
の
人
の
自
宅
に
よ

ば
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
か
れ
の
脳
軟
化
発
病
は
一
九
六
二
年
と
あ

る
か
ら
、
そ
の
す
こ
し
あ
と
だ
っ
た
ろ
う
。
か
れ
が
理
事
長
を
し

て
い
た
健
康
社
会
建
設
協
会
の
世
話
を
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
要

請
で
あ
っ
た
と
お
も
う
が
、
精
神
科
医
と
し
て
の
仕
事
に
手
一
杯

の
身
で
あ
る
の
で
、
こ
と
わ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
今
回
日
本
医
史
学
会
誕
生
ま
で
の
歴
史
を
た
ど
っ
て

い
て
、
暉
峻
が
奨
進
医
会
に
ふ
か
く
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
し

っ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
中
心
に
、
か
れ
の
医
学
史
研
究
を
た
ど

っ
て
み
た
い
。

日
本
に
労
働
科
学
を
確
立
し
た
暉
峻
（
一
八
八
八
’
一
九
六
六
）

55

暉
峻
義
等
と
医
学
史
研
究

ｌ
奨
進
医
会
に
か
か
わ
っ
て
い
た
人
Ｉ

岡
田
靖
雄

は
、
兵
庫
県
現
高
砂
市
に
浄
土
真
宗
僧
侶
の
子
と
し
て
う
ま
れ
た
。

第
七
高
等
学
校
を
へ
て
一
九
一
○
年
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
に

入
学
し
た
が
、
翌
年
結
核
を
発
病
し
て
療
養
。
一
時
は
僧
侶
に
な

る
こ
と
も
か
ん
が
え
た
。
一
九
一
四
年
再
入
学
し
て
一
九
一
七
年

同
医
科
大
学
を
卒
業
。
永
井
潜
教
授
の
生
理
学
教
室
に
は
い
る
。

卒
業
の
翌
年
内
務
省
の
保
健
衛
生
調
査
会
に
は
い
り
東
京
市
内

貧
民
窟
を
調
査
し
た
。
一
九
一
九
年
に
大
原
孫
三
郎
が
大
原
社
会

問
題
研
究
所
を
創
立
す
る
と
、
そ
こ
に
入
所
。
一
九
一
二
年
倉
敷

労
働
科
学
研
究
所
が
創
立
さ
れ
る
と
、
所
長
に
な
る
。
同
年
海
外

留
学
に
た
っ
て
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
席
を
お
い
て
、
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
に
出
席
す
る
と
と
も
に
、
研
究
所
の
設
備
の
購
入
に
あ
た
っ
た
。

ま
た
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
医
学
史
文
庫
（
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
の
血
液
循
環
に
関

す
る
原
著
を
ふ
く
む
）
を
購
入
し
た
。
こ
の
と
き
フ
ェ
ル
ヴ
ォ
ル
ン

文
庫
も
購
入
し
た
。

一
九
二
三
年
帰
朝
し
て
、
労
働
科
学
の
確
立
に
つ
と
め
た
。
ま

た
一
九
二
四
年
に
は
岡
山
藩
金
川
の
医
師
難
波
抱
節
旧
蔵
の
「
温

知
堂
文
庫
」
を
研
究
所
に
購
入
し
た
。

研
究
所
は
一
九
三
七
年
東
京
に
う
つ
り
日
本
労
働
科
学
研
究
所

と
な
り
、
そ
の
所
長
。
戦
後
は
労
働
科
学
研
究
所
の
再
建
に
尽
力
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し
た
が
、
暉
峻
は
戦
時
体
制
に
く
み
こ
ま
れ
て
い
た
た
め
、
一
九

四
八
年
公
職
追
放
に
指
定
さ
れ
、
つ
づ
い
て
所
長
を
辞
任
し
た
。

一
九
五
○
年
に
健
康
社
会
建
設
協
会
を
設
立
。
ま
た
産
業
医
学

面
で
各
国
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
。
七
七
歳
で
逝
去
。

さ
て
、
か
れ
の
結
核
を
診
断
し
た
の
は
尼
子
四
郎
で
あ
る
。
医

科
大
学
に
再
入
学
し
た
か
れ
が
奨
進
医
会
に
関
係
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
尼
子
を
通
じ
て
で
あ
ろ
う
。
授
業
に
あ
ま
り
で
ず
に
い

た
暉
峻
は
四
年
生
の
と
き
さ
そ
わ
れ
て
、
富
士
川
瀞
・
尼
子
ほ
か

が
編
集
し
て
い
た
青
山
胤
通
監
修
の
『
日
本
内
科
全
書
」
の
編
集

を
手
つ
だ
い
、
か
な
り
の
金
も
も
ら
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

一
九
一
八
年
一
月
分
か
ら
は
奨
進
医
会
の
機
関
誌
『
刀
圭
新
報
」

の
編
集
を
ま
か
さ
れ
、
会
の
事
務
所
も
暉
峻
方
に
お
か
れ
た
。
雑

誌
の
内
容
も
歴
史
に
重
点
を
お
い
た
も
の
か
ら
、
現
代
評
論
に
お

お
き
く
か
わ
っ
た
。
友
人
も
仲
間
に
ひ
き
い
れ
た
。
解
剖
の
大
澤

岳
太
郎
教
授
が
ド
イ
ツ
語
と
日
本
語
と
を
ま
ぜ
た
電
用
ド
イ
ツ
語

を
医
界
の
用
語
に
せ
よ
と
い
っ
た
の
を
、
同
級
だ
っ
た
村
田
正
太

二
八
八
四
’
一
九
七
四
、
梅
毒
の
村
田
反
応
の
発
見
者
）
が
は
げ
し

く
批
判
す
る
論
文
を
『
刀
圭
新
報
』
に
か
い
た
。
お
こ
っ
た
大
澤

は
奨
進
医
会
の
幹
事
を
こ
と
わ
っ
た
。
こ
の
た
め
だ
ろ
う
、
翌
年

二
月
分
か
ら
同
誌
は
日
本
医
師
協
会
機
関
誌
と
な
っ
た
。
暉
峻
は

つ
づ
い
て
小
川
剣
三
郎
の
資
金
で
「
医
人
』
を
だ
し
た
。
こ
れ
は

医
学
史
に
か
な
り
重
点
を
お
い
た
も
の
で
、
第
九
号
は
「
華
岡
青

洲
号
」
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ
も
小
川
と
の
方
針
の
違
い
か
ら
一
○

号
で
お
わ
っ
た
。

こ
の
の
ち
暉
峻
は
一
九
二
八
年
の
日
本
医
史
学
会
に
よ
る
ハ
ー

ヴ
ェ
ー
三
百
年
記
念
祭
で
ハ
ー
ヴ
ェ
ー
の
遺
著
に
つ
い
て
報
告
し

た
。
こ
の
と
き
か
い
た
ら
し
い
「
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
文
庫
に
つ
い
て
」

は
戦
後
「
労
働
の
科
学
』
に
三
回
に
わ
た
り
掲
載
さ
れ
た
（
一
九
六

四
’
六
五
年
）
。
か
れ
が
訳
し
た
『
血
液
循
環
の
原
理
』
は
一
九
三

六
年
に
岩
波
文
庫
で
だ
さ
れ
た
。
か
れ
は
ま
た
、
す
く
な
く
と
も

一
九
四
二
’
四
四
年
と
日
本
医
史
学
会
評
議
員
で
あ
っ
た
。

（
精
神
科
医
療
史
研
究
会
）


